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Ⅲ
　
頭
に
つ
い
て

一
、
頭
と
首
里
大
屋
子

八
重
山
の
統
治
の
最
初
は
最
高
役
職
の
大
首
里
大
屋
子
（
頭
職
＝
カ
サ
）
を
琉
球
王
国
が
任
命
し
、
蔵
元
で
統
治
が
行
わ
れ
た
。
一
六
一

一
年
に
薩
摩
の
役
人
が
八
重
山
の
検
地
を
行
っ
た
頃
の
行
政
区
画
は
、
石
垣
、
大
浜
、
宮
良
、
川
平
、
西
表
、
古
見
の
六
間
切
と
黒
島
、
波

照
間
島
の
二
島
嶼
に
区
分
さ
れ
、
五
十
八
カ
村
あ
っ
た
。
一
六
二
八
年
に
は
、
石
垣
、
大
浜
、
宮
良
の
三
間
切
、
二
十
五
カ
村
に
区
画
整
理

さ
れ
、
各
間
切
に
頭
職
を
一
名
ず
つ
置
き
、
蔵
元
に
お
い
て
三
頭
に
よ
る
合
議
制
の
行
政
が
行
わ
れ
た
。
頭
は
目
差
以
上
の
役
人
が
選
挙
し
、

最
高
得
票
者
を
在
番
に
申
し
立
て
を
行
い
、
さ
ら
に
琉
球
王
国
に
上
申
し
任
命
を
行
う
終
身
制
に
近
い
職
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
三
間
切
制
以
前
の
頭
の
位
置
付
け
は
定
か
で
は
な
い
。「
頭
職
一
覧
表
」（
191
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
見
る
と
、
十
七
世
紀
中
葉
ま
で

は
「
歴
年
久
遠
い
官
級
位
階
不
詳
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
十
七
世
紀
中
葉
以
後
に
大
ま
か
な
役
職
名
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
に
な
る
と
克
明
に
な
る
。
こ
れ
は
一
七
二
九
年
の
家
譜
編
集
の
許
可
、
一
七
七
一
年
の
明
和
の

大
津
波
に
よ
る
文
書
の
流
失
な
ど
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
三
間
切
以
前
の
最
高
役
職
は
何
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
譜
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

一
、
尚
真
王
世
代
の
正
徳
年
間
（
一
五
〇
六
〜
二
一
年
）
任
　
　
　
嘉
平
首
里
大
屋
子
　
　
大
宗
永
展

一
、
尚
真
王
世
代
の
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
〜
二
六
年
）
任
　
　
　
西
表
首
里
大
屋
子
　
　
大
宗
慶
来
慶
田
城
用
緒

一
、（
不
明
）

三
原
首
里
大
屋
子
　
　
一
世
方
因
の
父(

三
原
は
西
表
の
与
那
良
一
帯
）
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一
、（
不
明
）

黒
島
首
里
大
屋
子
　
　
一
世
方
因

一
、（
不
明
）

古
見
首
里
大
屋
子
　
　
二
世
方
拾

一
、
尚
元
王
世
代
の
嘉
靖
年
間
（
一
五
五
六
〜
六
六
年
）
任
　
　
　
西
表
首
里
大
屋
子
　
　
三
世
用
尊

一
、
尚
元
王
世
代
の
嘉
靖
年
間
（
一
五
五
六
〜
六
六
年
）
任
　
　
　
西
表
首
里
大
屋
子
　
　
三
世
用
信

一
、
尚
寧
王
世
代
の
万
暦
年
間
（
一
五
八
九
〜
一
六
一
九
年
）
任
　
西
表
首
里
大
屋
子
　
　
四
世
用
孫

一
、
尚
寧
王
世
代
の
万
暦
年
間
（
一
五
八
九
〜
一
六
一
九
年
）
任
　
波
照
間
首
里
大
屋
子
　
二
世
英
恒

一
、
尚
寧
王
世
代
の
万
暦
年
間
（
一
五
八
九
〜
一
六
一
九
年
）
任
　
古
見
首
里
大
屋
子
　
　
三
世
英
林

一
、
尚
寧
王
世
代
の
万
暦
年
間
（
一
五
八
九
〜
一
六
一
九
年
）
任
　
嘉
平
首
里
大
屋
子
　
　
五
世
永
政

一
、
尚
寧
王
世
代
の
万
暦
四
十
一
（
一
六
一
三
年
）
任
　
　
　
　
　
平
良
大
首
里
大
屋
子
　
五
世
永
政

（
友
利
首
里
大
屋
子
）

一
、
尚
寧
王
世
代
の
万
暦
四
十
六
（
一
六
一
八
年
）
任

嘉
平
首
里
大
屋
子
　
　
五
世
永
政

右
記
に
よ
り
、
嘉
平
首
里
大
屋
子
、
古
見
首
里
大
屋
子
、
西
表
首
里
大
屋
子
、
三
原
首
里
大
屋
子
、
黒
島
首
里
大
屋
子
、
波
照
間
首
里
大

屋
子
等
の
首
里
大
屋
子
が
当
時
は
各
村
の
頭
同
様
の
役
目
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
当
時
は
宮
古
と
の
交
流
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
宮
古
の
『
根
馬
氏
家
譜
・
正
統
』
に
は
、「
定
基
川
平
首
里
大
屋
子
」「
任
八
重
山

島
守
護
職
」
と
出
て
く
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
首
里
大
屋
子
職
が
「
守
護
職
」、
つ
ま
り
頭
同
様
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
頭
職
の
始
ま
り
に
つ
い
て
も
明
確
で
な
い
。
各
文
書
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
そ

れ
を
列
記
す
る
。
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一
、
家
譜
『
長
榮
姓
大
宗
信
保
』
に
は
、
大
宗
・
信
保
（
長
田
大
翁
主
）
は
一
五
〇
〇
年
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
の
功

労
と
し
て
「
古
見
大
首
里
大
屋
子
後
改
称
石
垣
八
重
山
頭
職
」
と
記
さ
れ
、
古
見
頭
の
後
に
石
垣
頭
の
初
代
と
な
っ
て
い
る
。

一
、
琉
球
王
府
編
集
の
『
球
陽
』
一
五
〇
〇
年
の
項
に
は
「
真
列
金
豊
見
親
を
陞
せ
て
始
め
て
八
重
山
頭
職
と
為
す
」
と
あ
る
。

一
、『
平
良
市
史
』
第
三
巻
資
料
―
前
近
代
の
一
三
二
ペ
ー
ジ
、「
三
、
家
譜
内
容
　
白
川
氏
と
忠
導
氏
」
の
中
に
は
「
三
男
の
知
利
真

豊
見
親
は
八
重
山
の
頭
職
を
勤
め
分
家
し
て
宮
金
氏
を
立
て
寛
忠
を
名
乗
っ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、『
球
陽
』
一
五
二
四
年
の
項
に
は
「
八
重
山
の
西
塘
、
始
め
て
武
富
大
首
里
大
屋
子
を
授
か
る
」
と
あ
る
。

一
、
家
譜
『
長
榮
姓
大
宗
信
保
』
や
『
嘉
善
姓
大
宗
永
展
』
に
「
三
世
信
有
　
正
徳
年
間
（
一
五
〇
六
〜
二
一
年
）
任
石
垣
頭
」、「
二
世
永
信

嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
〜
六
六
年
）
任
石
垣
頭
」、「
四
世
信
名
　
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
〜
六
六
年
）
任
石
垣
頭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
家
譜『
上
官
姓
大
宗
正
廟
』
や
『
伯
言
姓
大
宗
政
通
』
に
は
「
正
廟
　
万
暦
四
（
一
五
七
六
）
年
大
浜
頭
」、「
政
通

万
暦
十
五
（
一
五
八
七
）

年
大
浜
頭
」、「
政
保
　
万
暦
三
十
二
（
一
六
〇
四
）
年
大
浜
頭
」
と
初
め
て
大
浜
頭
と
い
う
役
職
名
が
登
場
す
る
。

一
、
家
譜
『
毛
裔
姓
大
宗
安
英
』
に
は
「
安
英
　
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
〜
一
六
二
〇
年
）
宮
良
頭
」
と
宮
良
頭
が
登
場
す
る
。

一
、
八
重
山
の
蔵
元
文
書
と
言
わ
れ
る
『
八
重
山
島
年
来
記
』
に
は
「
万
暦
十
七
（
一
五
八
九
）
年
慶
田
盛
村
い
し
と
の
石
垣
親
雲
上
頭
成

ル
、
勤
役
十
三
年
」
と
頭
職
名
が
登
場
し
、
出
自
村
名
、
童
名
、
任
期
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
万
暦
四
十
一
（
一
六
一
三
）
年
に
は
「
長

多
堂
村
長
栄
氏
大
浜
親
雲
上
頭
成
ル
、
勤
役
十
八
年
」
と
大
浜
頭
の
名
が
登
場
し
、
崇
禎
四
（
一
六
三
一
）
年
に
は
「
波
揚
名
村
空
広
宮

良
親
雲
上
頭
ニ
成
、
勤
役
十
七
年
」
と
新
た
に
宮
良
頭
の
名
が
登
場
し
て
三
間
切
の
石
垣
頭
、
大
浜
頭
、
宮
良
頭
の
名
が
揃
う
。

二
、
八
重
山
蔵
元
（
政
庁
）

王
府
編
纂
史
書
『
球
陽
』（
一
七
四
三
〜
一
八
七
六
年
）
に
八
重
山
蔵
元
の
創
建
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
球
陽
研
究
會
『
球
陽
　
原
文
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編
・
読
み
下
し
編
』（
一
九
七
四
年
／
角
川
書
店
）
の
中
の
尚
真
王
四
十
八
（
一
五
二
四
）
年
条
の
「
四
十
八
年
八
重
山
西
塘
始
授
武
富
大

首
里
大
屋
子
」、「
武
富
邑
西
塘
創
建
八
重
山
公
倉
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
「
原
文
編
・
読
み
下
し
編
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
そ
の
部

分
を
み
て
み
よ
う
。

【
原
文
】

四
十
八
年
八
重
山
西
塘
始
授
武
富
大
首
里
大
屋
子

八
重
山
武
富
島
有
西
塘
者
其
爲
人
也
賦
性
俊
秀
器
量
非
凡
中
山
大
里
等
以
其
才
出
衆
遂
帶
此
人
囘
到
中
山
即
令
西
塘
供
奉
法
司
家
經
歴
十
餘

年
朝
夕
匪
懈
能
盡
忠
節
時
値
于
園
比
屋
武
嶽
築
建
石
門
法
司
以
他
善
巧
精
工
奏
之
於
朝
廷
即
擢
爲
建
造
主
取
西
塘
即
祈
之
曰
吾
能
竣
厥
功
得

歸
故
郷
必
也
供
養
此

以
致
崇
信
未
閲
數
旬
石
門
告
成
巳
歴
二
十
五
年
乞
暇
囘
家
法
司
以
其
有
功
亦
奏
之
於
王
庭
深
褒
嘉
之
即
授
武
富
大
首

里
大
屋
子
職
囘
至
八
重
山
即
于
國
仲
地
請
奉
園
比
屋
武

始
爲
崇
信
焉
自
此
而
來
武
富
村
諸
役
人
等
毎
逢
元
旦
冬
至
及
元
宵
節
聚
會
公
藏
遙

向
中
山
恭
祈
聖
禧
次
後
必
到
此
處
祈
求
國
泰
民
安
後
亦
遍
至
各
嶽
而
祈

焉

武
富
邑
西
塘
創
建
八
重
山
公
倉

八
重
山
武
富
邑
西
塘
拜
授
武
富
大
首
里
大
屋
子
職
續
滿
挽
與
人
以
掌
八
重
山
之
事
前
有
中
山
遣
滿
挽
與
人
令
治
其
事
至
于
此
時
叫
囘
滿
挽
與
人
令
他
西
塘
代
任
其
職

而
諸
島
酋
長
盡
赴
于
武
富
島
以
聽
法
令
由
是
西
塘
卜
地
武
富
島
創
建
公
倉
而
後
西
塘
以
武
富
島
地
狹
人
少
往
還
未
便
移
之
于
石
垣
地
但
結
草

屋
以
蓋
風
雨
耳
康
煕
丁
丑
之
春
重
修
公
藏
瓦
以
改
蓋
焉
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【
読
み
下
し
】

四
十
八
年
、
八
重
山
の
西
塘
、
始
め
て
武
富
大
首
里
大
屋
子
を
授
か
る
。

八
重
山
武
富
島
に
西
塘
な
る
者
有
り
。
其
の
人
と
な
り
や
、
賦
性
俊
秀
に
し
て
器
量
非
凡
な
り
。
中
山
の
大
里
等
、
其
の
才
の
衆
に
出
づ
る

を
以
て
、
遂
に
此
の
人
を
帯
び
て
中
山
に
回
り
到
り
、
即
ち
西
塘
を
し
て
法
司
家
に
供
奉
せ
し
む
。
経
に
十
余
年
を
歴
て
、
朝
夕
懈
ら
ず
能

く
忠
節
を
尽
く
す
。
時
に
、
園
比
屋
武
嶽
の
石
門
を
築
建
す
る
に
値
ふ
。
法
司
、
他
の
善
巧
精
工
を
以
て
、
之
れ
を
朝
廷
に
奏
す
。
即
ち
擢

ん
で
て
建
造
主
取
と
為
す
。
西
塘
、
即
ち
之
れ
を
祈
り
て
曰
く
、
吾
能
く
厥
の
功
を
竣
り
て
故
郷
に
帰
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
必
ず
や
此
の
神

を
供
養
し
て
以
て
崇
信
を
致
さ
ん
と
。
未
だ
数
旬
を
閲
せ
ざ
る
に
、
石
門
成
を
告
ぐ
。
巳
に
二
十
五
年
を
歴
、
暇
を
乞
ひ
て
家
に
回
る
。
法

司
、
其
の
功
有
る
を
以
て
、
亦
之
れ
を
王
庭
に
奏
し
、
深
く
之
れ
を
褒
嘉
し
て
即
ち
武
富
大
首
里
大
屋
子
職
を
授
く
。
八
重
山
に
回
り
至
る

や
、
即
ち
国
仲
の
地
に
園
比
屋
武
神
を
請
奉
し
、
始
め
て
崇
信
を
為
す
。
此
れ
よ
り
来
の
か
た
、
武
富
村
の
諸
役
人
等
、
元
旦
・
冬
至
及
び

元
宵
節
に
逢
ふ
毎
に
、
公
蔵
に
聚
会
し
、
遙
か
に
中
山
に
向
ひ
て
恭
し
く
聖
禧
を
祈
り
、
次
後
必
ず
此
処
に
到
り
、
国
泰
民
安
を
祈
り
求
め
、

後
亦
遍
く
各
嶽
に
至
り
て
祈

す
。

武
富
邑
の
西
塘
、
八
重
山
に
公
倉
を
創
建
す
。

八
重
山
武
富
邑
の
西
塘
、
武
富
大
首
里
大
屋
子
職
を
拝
授
し
、
満
挽
与
人
に
続
ぎ
て
以
て
八
重
山
の
事
を
掌
る
（
前
に
中
山
、
満
挽
与
人
を

遣
は
し
て
其
の
事
を
治
め
し
む
る
こ
と
有
り
。
此
の
時
に
至
り
、
満
挽
与
人
を
叫
び
回
し
、
他
の
西
塘
を
し
て
代
り
て
其
の
職
任
ぜ
し
む
）。

而
し
て
諸
島
の
酋
長
、
尽
く
武
富
島
に
赴
き
、
以
て
法
令
を
聴
く
。
是
れ
に
由
り
て
西
塘
、
地
を
武
富
島
に
ト
し
て
公
倉
を
創
建
す
。
而
し

て
後
、
西
塘
、
武
富
島
の
地
狭
く
人
少
く
、
往
還
未
だ
便
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
之
れ
を
石
垣
の
地
に
移
し
、
但
草
屋
を
結
び
て
以
て
風
雨
を

蓋
ふ
の
み
。
康
煕
丁
丑
の
春
、
公
蔵
を
重
修
し
、
瓦
以
て
蓋
を
改
む
。
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竹
富
島
の
西
塘
は
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
ら
の
乱
の
時
に
王
国
軍
の
大
里
大
将
に
見
込
ま
れ
て
引
き
取
ら
れ
、
琉
球
王
国
の
法
司
官
（
三
司
官
）

に
仕
え
、
国
王
の
祈
願
所
園そ
の

比
屋
武

ひ

ゃ

ん

御
嶽
を
創
建
し
た
り
、
首
里
城
城
壁
の
設
計
に
も
た
ず
さ
わ
り
、
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
た
。
一
五
二
四

年
、
長
期
に
わ
た
る
忠
勤
の
功
に
よ
り
竹
富
大
首
里
大
屋
子
（
竹
富
頭
）
に
任
じ
ら
れ
て
帰
郷
し
、
満
挽
与
人
に
代
わ
っ
て
八
重
山
を
統
治

し
た
。
ま
た
、
竹
富
島
の
浦
皆
治
原
に
八
重
山
の
蔵
元
（
政
庁
）
を
創
設
し
、
八
重
山
蔵
元
を
中
心
に
し
た
支
配
組
織
の
基
礎
が
整
え
ら
れ

た
。
一
五
四
二
年
、
土
地
が
狭
く
交
通
の
便
が
悪
い
と
い
う
理
由
で
、
石
垣
島
の
字
大
川
に
八
重
山
蔵
元
を
移
し
た
。
一
八
九
七
年
（
明
治

三
十
）
年
に
は
、
西
塘
以
来
三
百
七
十
三
年
続
い
て
き
た
八
重
山
蔵
元
が
廃
止
さ
れ
た
。

八重山蔵元の時報楼、1907年頃／石垣島（瀬名波長宏氏提供）

1524年、西塘が竹富島に創設した八重山蔵元の跡
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三
、
頭
職
と
権
力
の
継
承

頭
職
出
自
の
家
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
権
力
を
保
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
政
略
結
婚
、
養
子
縁
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、「
家
」
継
承
に
条
件
が
悪
け
れ
ば
、
沖
縄
本
島
の
よ
う
に
父
系
主
義
で
一
門
（
門
中
）
出
身
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
勢
力
を
維
持
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
他
の
一
門
か
ら
養
子
や
婿
養
子
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
他
の
一
門
に
「
こ
れ
と
思
わ
れ
る
」
家
が
あ
る
と
、
長
男
で
あ
ろ
う
と
養
子
や
婿
養
子
に
や
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
次

に
そ
の
一
例
を
上
げ
る
。

一
、
嘉
善
氏
十
一
世
川
平
与
人
永
森
（
一
七
三
二
〜
八
八
年
）
家
は
、
一
七
〇
四
年
に
八
世
永
恒
（
一
六
五
七
〜
一
七
一
四
年
）
が
石
垣
頭
職

に
、
一
七
三
五
年
に
九
世
永
副
（
一
六
八
五
〜
一
七
五
一
年
）
が
石
垣
頭
職
に
な
っ
た
由
緒
あ
る
家
柄
で
あ
る
が
、
永
森
家
は
長
男
・

永
盛
（
一
七
五
八
〜
一
八
一
九
年
）
を
嘉
善
氏
十
世
宮
良
親
雲
上
永
祝
（
一
七
七
一
年
宮
良
頭
任
）
の
跡
継
ぎ
に
し
て
い
る
。

一
、
嘉
善
氏
三
世
桴
海
与
人
永
師
（
生
忌
年
月
日
不
詳
）
の
二
男
・
永
恒
が
憲
章
姓
大
宗
石
垣
親
雲
上
英
乗
（
一
五
八
九
年
石
垣
頭
任
）
の
婿

養
子
に
な
り
、
改
名
し
て
英
恒
を
名
乗
っ
て
万
暦
年
間
に
波
照
間
首
里
大
屋
子
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
永
師
の
長
男
・
永
正
（
一
五

五
〇
〜
一
六
二
〇
年
）
は
英
乗
（
不
詳
〜
一
六
〇
一
年
）
の
告
老
致
死
後
の
一
六
〇
一
年
に
石
垣
頭
に
な
っ
て
い
る
。

一
、
嘉
善
氏
七
世
永
善
（
一
六
二
三
〜
八
五
年
）
は
、
錦
芳
氏
五
世
西
表
首
里
大
屋
子
用
村
（
一
五
九
五
〜
一
六
五
三
年
）
の
長
女
・
宇
成

（
一
六
二
七
年
生
）
を
娶
り
、
離
別
後
松
茂
氏
二
世
大
浜
親
雲
上
當
榮
（
一
六
四
四
年
任
）
の
娘
・
宇
那
利
を
継
室
と
し
て
迎
え
入
れ
、

そ
の
後
康
煕
十
（
一
六
七
一
）
年
に
大
浜
頭
に
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
永
善
の
長
男
・
永
吉
は
、
大
史
氏
四
世
小
浜
与
人
高
英
（
不
明
）

の
娘
・
伊
嘉
橋
を
娶
り
、
離
別
後
毛
裔
氏
二
世
石
垣
親
雲
上
安
師
（
一
六
五
四
年
石
垣
頭
任
）
の
三
女
・
松
を
継
室
と
し
て
迎
え
入
れ
、

康
煕
二
十
一
（
一
六
八
二
）
年
石
垣
頭
と
な
っ
た
。
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一
、
童
名
は
、
祖
父
、
祖
母
の
童
名
を
も
ら
っ
て
代
々
踏
襲
す
る
（
長
男
は
父
方
の
祖
父
の
童
名
、
二
男
は
母
方
の
祖
父
の
童
名
等
）
と
言

わ
れ
て
い
る
。
長
栄
姓
、
山
陽
姓
、
嘉
善
姓
、
憲
章
姓
等
に
お
い
て
、
保
久
利
（
思
）、
石
戸
（
能
）、
満
慶
（
山
）、
祖
良
広
（
空
広
）

等
が
入
り
組
ん
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
嫁
縁
組
み
等
に
よ
っ
て
互
い
に
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
、
憲
章
氏
十
一
世
大
浜
親
雲
上
英
詳（
一
八
九
二
年
大
浜
頭
任
）
の
母
は
山
陽
氏
七
世
大
浜
親
雲
上
長
演
（
一
七
七
九
年
大
浜
頭
任
）
の

五
女
・
宇
那
利
で
あ
る
。
ま
た
、
英
詳
の
先
妻
は
、
錦
芳
氏
十
世
大
浜
親
雲
上
用
登
（
一
八
四
九
年
大
浜
頭
任
）
の
五
女
・
於
那
利
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
山
陽
氏
九
世
宮
良
親
雲
上
長
房
（
一
八
五
一
年
宮
良
頭
任
）
の
妻
は
、
大
浜
親
雲
上
長
演
の
六
女
・
市
山
で
あ
る
。

そ
の
娘
の
三
女
・
我
祥
は
山
陽
氏
八
世
吉
浜
仁
也
長
祥
（
一
八
二
四
〜
六
五
年
）
に
嫁
ぐ
が
、
長
祥
と
死
別
後
、
大
浜
親
雲
上
英
詳
の

後
妻
と
し
て
嫁
が
せ
て
い
る
。

一
、
嘉
善
氏
十
二
世
黒
島
首
里
大
屋
子
永
正
（
一
七
八
九
〜
一
八
五
九
年
・
永
文
を
改
名
す
る
）
の
長
女
・
真
武
樽
（
一
八
一
三
〜
九
一
年
）

は
長
興
氏
八
世
豊
川
仁
也
善
庸
（
一
八
一
八
〜
八
七
年
）
の
室
（
妻
）
に
な
り
、
二
男
の
石
垣
仁
也
永
扶
（
一
八
一
七
〜
五
四
年
・
花

城
仁
也
永
喜
に
改
姓
改
名
し
、
登
野
城
目
差
を
歴
任
後
に
永
善
に
改
名
し
平
得
目
差
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
）
は
錦
芳
氏
十
世
大
浜
親

雲
上
用
登
（
一
七
九
八
〜
一
八
五
四
年
）
の
長
女
の
思
津
兼（
一
八
一
七
年
生
）を
娶
り
、
そ
の
長
男
・
永
能
が
母
の
実
家
の
大
浜
親
雲

上
用
登
の
養
子
に
な
り
大
浜
仁
也
用
能
（
一
八
四
一
〜
一
九
一
六
年
）
と
改
名
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
女
の
久
屋
真
（
一
八
三
三
年
生
）

は
松
茂
氏
十
世
宮
良
仁
也
當
宗
（
一
八
三
三
〜
九
七
年
）
の
継
室
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
浜
親
雲
上
用
登
の
五
女
・
於
那
利
（
一
八
二
八
〜
七
二
年
）
も
憲
章
氏
十
一
世
喜
舎
場
仁
也
英
盛
（
一
八
三
三
〜
一
九
一
〇

年
・
英
詳
に
改
名
す
る
）
に
嫁
い
で
い
る
。
ま
た
、
山
陽
氏
九
世
宮
良
親
雲
上
長
房
（
一
八
〇
〇
〜
五
四
年
）
の
三
女
・
我
祢
（
一
八
三
六

年
生
）が
喜
舎
場
仁
也
英
詳
の
後
妻
と
な
っ
て
い
る
。一
八
七
二
年
に
松
茂
氏
十
世
宮
良
仁
也
當
宗
（
一
八
三
三
〜
九
七
年
）が
八
重
山
蔵

元
最
後
の
宮
良
頭
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
八
八
七
年
に
長
興
氏
八
世
豊
川
仁
也
善
庸
（
一
八
一
八
〜
八
七
年
）
も
大
浜
頭
に
な
り
、
そ
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の
告
老
致
死
四
年
後
の
一
八
九
二
年
に
喜
舎
場
仁
也
英
詳
も
大
浜
親
雲
上
善
庸
か
ら
最
後
の
大
浜
頭
を
継
承
し
て
い
る
。

錦
芳
氏
十
一
世
大
浜
仁
也
用
能
も
、
一
八
八
八
年
に
石
垣
頭
に
任
じ
ら
れ
た
宮
良
親
雲
上
長
房
の
長
男
で
山
陽
氏
十
世
石
垣
親
雲
上

長
演
（
一
八
三
四
〜
九
二
年
）
の
告
老
致
死
後
に
よ
り
、
八
重
山
蔵
元
最
後
の
石
垣
頭
を
一
八
九
二
年
に
継
承
し
て
い
る
。
娘
や
姉
妹
た

ち
の
夫
、
孫
な
ど
の
血
族
や
近
親
者
で
頭
職
を
選
出
し
て
い
る
。ち
な
み
に
、八
重
山
音
楽
先
師
者
の
字
登
野
城
出
自
の
大
浜
用
能
（
母
・

大
浜
親
雲
上
用
登
の
長
女
・
思
津
兼
）
と
字
石
垣
出
自
の
喜
舎
場
英
整
（
大
浜
親
雲
上
用
登
の
五
女
・
於
那
利
）
は
従
兄
弟
で
あ
る
。

一
、
一
七
七
五
年
に
大
浜
頭
と
な
っ
た
夏
林
姓
大
宗
大
浜
親
雲
上
賢
永
（
一
七
二
三
〜
七
七
年
）
家
は
、
長
男
・
賢
憙
を
妻
の
上
官
氏
七
世
名

蔵
与
人
正
作
（
一
六
九
八
〜
一
七
六
五
年
）
の
養
子
に
入
れ
て
跡
目
を
継
が
せ
、
賢
憙
は
改
名
し
て
正
憙
を
名
乗
り
、
後
に
首
里
大
屋

子
と
な
る
。

賢
永
の
二
男
・
二
世
賢
按
は
分
家
し
て
名
蔵
与
人
に
な
り
、
三
男
・
二
世
賢
正
が
二
十
五
才
で
若
死
し
た
た
め
、
四
男
・
二
世
賢
則

（
一
七
六
二
〜
一
八
一
三
年
）
が
賢
永
の
跡
目
相
続
を
し
て
一
八
一
二
年
に
宮
良
頭
と
な
り
、
さ
ら
に
、
一
八
三
一
年
に
は
賢
則
の
長

男
・
三
世
賢
榮
（
一
七
八
二
〜
一
八
三
五
年
）
が
宮
良
頭
と
な
る
。

上
官
氏
七
世
正
作
家
の
養
子
と
な
っ
た
八
世
正
憙
で
は
、
三
男
・
九
世
正
房
（
賢
永
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
）
が
一
八
二
二
年
に
石
垣

頭
、
そ
の
長
男
・
十
世
正
栄
（
一
八
〇
二
〜
四
七
年
）
も
石
垣
頭
（
一
八
三
九
年
）。
四
男
・
正
保
は
夏
林
氏
二
世
名
蔵
与
人
賢
按
（
賢
永

の
二
男
）
の
養
子
に
な
り
改
名
し
て
三
世
賢
保
（
一
七
七
九
〜
一
八
六
三
年
）
を
名
乗
っ
て
一
八
五
四
年
に
宮
良
頭
、
さ
ら
に
五
男
・
上

官
氏
九
世
正
喜
（
一
七
九
〇
〜
一
八
六
三
年
）
が
一
八
三
九
年
に
大
浜
頭
、
長
男
・
上
原
目
差
正
胤
の
長
男
・
十
世
正
方
（
一
七
九
三

〜
一
八
六
七
年
）
も
石
垣
頭
（
一
八
四
八
年
）
と
な
っ
て
い
る
。
大
宗
賢
永
の
大
浜
頭
（
一
七
七
五
年
）
か
ら
四
世
賢
美
（
一
八
二
二

〜
八
八
年
）
の
石
垣
頭
（
一
八
六
九
年
）
の
九
十
四
年
間
に
九
人
の
頭
が
輩
出
し
て
、
自
分
の
子
、
兄
弟
、
従
兄
弟
、
従
兄
弟
の
子
と

身
内
で
固
め
て
頭
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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石垣村、新川村、名蔵村、崎枝村、川平村、

桴海村、仲間村、南風見村、竹富村、黒島村、

新城村（11ケ村）

1768年の間切制〈八重山島規模帳より〉

登野城村、大川村、真栄里村、平得村、大濱村、

西表村、崎山村、上原村、波照間村（9ケ村）

宮良村、白保村、盛山村、桃里村、伊原間村、

平久保村、野底村、古見村、高那村、鳩間村、

小浜村（9ケ村）

石 垣 間 切

大 濱 間 切

宮 良 間 切
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※与那国島は間切に属さない。



四
、
三
間
切
頭
職
の
継
承
表

さ
ら
に
、
石
垣
、
大
浜
、
宮
良
の
三
間
切
に
各
頭
職
が
置
か
れ
、「
頭
」
を
「
カ
サ
」
と
言
い
、
頭
職
の
家
を
殿
内
（
ド
ゥ
ヌ
ジ
）
と
呼
ん

だ
。
三
間
切
の
石
垣
、
大
浜
、
宮
良
の
頭
職
の
継
承
を
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
屋
号
〈
家
の
名
〉
に
つ
い
て
、
頭
職
の
子
孫
の

不
確
認
者
は
、
家
譜
で
の
八
重
山
蔵
元
最
後
の
役
職
を
屋
号
に
推
察
し
た
）。

１．

石
垣
頭
職
の
継
承
一
覧
表

石
垣
頭
の
初
代
は
、
一
五
〇
〇
年
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
で
琉
球
王
国
に
忠
誠
を
誓
い
、
論
功
行
賞
で
古
見
大
首
里

大
屋
子
に
任
じ
ら
れ
た
後
に
、
石
垣
八
重
山
頭
職
に
就
い
た
字
石
垣
の
長
田
堂
村
に
住
ん
で
い
た
長
栄
姓
大
宗
信
保
か
ら
始
ま
る
。
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１
　
長
栄
姓
大
宗
信
保
　
　
一
五
〇
〇
〜
一
五
〇
五
　
　
弘
治
年
間
　
　
不
　
詳
　
　
生
寿
不
伝
　
　
　
　
　
　
　
長
栄
姓
大
宗
信
保
　
ナ
ー
タ
ヤ
ー

２
　
長
栄
氏
三
世
信
有
　
　
一
五
〇
六
〜
一
五
二
一
　
　
正
徳
年
間
　
　
不
　
詳
　
　
生
寿
不
伝
　
　
　
　
　
　
　
長
栄
姓
大
宗
信
保
　
ナ
ー
タ
ヤ
ー

３
　
嘉
善
氏
二
世
永
信
　
　
一
五
二
二
〜
一
五
六
六
　
　
嘉
靖
年
間
　
　
不
　
詳
　
　
一
五
二
六
〜
一
五
六
五
　
　
嘉
善
姓
大
宗
永
展
　
マ
イ
フ
カ
ン
ス
ン
ヤ
ー

４
　
長
栄
氏
四
世
信
名
　
　
一
五
二
二
〜
一
五
六
六
　
　
嘉
靖
年
間
　
　
不
　
詳
　
　
生
寿
不
伝
　
　
　
　
　
　
　
長
栄
姓
大
宗
信
保
　
ナ
ー
タ
ヤ
ー

５
　
憲
章
姓
大
宗
英
乗
　
　
一
五
八
九
　
　
　
　
　
　
　
万
暦
一
七
　
　
不
　
詳
　
　
不
詳
〜
一
六
〇
一
　
　
　
　
憲
章
姓
大
宗
英
乗
　
ダ
ー
ナ
ヤ
ー

６
　
嘉
善
氏
四
世
永
正
　
　
一
六
〇
一
　
　
　
　
　
　
　
万
暦
二
九
　
　
五
一
才
　
　
一
五
五
〇
〜
一
六
二
〇
　
　
嘉
善
姓
大
宗
永
展
　
マ
イ
フ
カ
ン
ス
ン
ヤ
ー

７
　
長
栄
氏
五
世
信
本
　
　
一
六
一
五
　
　
　
　
　
　
　
万
暦
四
三
　
　
二
三
才
　
　
一
五
九
二
〜
一
六
六
一
　
　
長
栄
氏
五
世
信
本
　
ハ
ン
ナ
ー
ヤ
ー

８
　
長
栄
氏
六
世
信
門
　
　
一
六
三
九
　
　
　
　
　
　
　
崇
禎
一
二
　
　
二
八
才
　
　
一
六
一
一
〜
一
六
四
四
　
　
長
栄
氏
五
世
信
本
　
ハ
ン
ナ
ー
ヤ
ー

９
　
守
恒
姓
大
宗
寛
長
　
　
一
六
四
四
　
　
　
　
　
　
　
順
治
元
　
　
　
四
四
才
　
　
一
六
〇
〇
〜
一
六
七
七
　
　
守
恒
姓
大
宗
寛
長
　
サ
キ
ヤ
マ
イ
シ
ヌ
ヤ
ー

頭代数

就
　
任
　
年

西
　
　
　
暦

名
　
　
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
国
年
号

就
任
年
齢
　
　
　
生
　
卒
　
年
　
　
　
　
　
出
　
典
　
家
　
譜
　
屋
号
（
家
の
名
）
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10

毛
裔
氏
二
世
安
師
　
　
一
六
五
四
　
　
　
　
　
　
　
順
治
一
一
　
　
五
二
才
　
　
一
六
〇
二
〜
一
六
七
四
　
　
毛
裔
姓
大
宗
安
英
　
ケ
ダ
ス
ク
ス
ン
ヤ
ー

11

長
栄
氏
七
世
信
明
　
　
一
六
六
三
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
二
　
　
　
三
四
才
　
　
一
六
二
九
〜
一
六
九
九
　
　
長
栄
氏
五
世
信
本
　
ハ
ン
ナ
ー
ヤ
ー

12

長
栄
氏
八
世
信
平
　
　
一
六
八
一
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
二
〇
　
　
三
一
才
　
　
一
六
五
〇
〜
一
六
八
二
　
　
長
栄
氏
五
世
信
本
　
ハ
ン
ナ
ー
ヤ
ー

13

嘉
善
氏
八
世
永
吉
　
　
一
六
八
二
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
二
一
　
　
三
八
才
　
　
一
六
四
四
〜
一
七
二
四
　
　
嘉
善
姓
大
宗
永
展
　
マ
イ
フ
カ
ン
ス
ン
ヤ
ー

14

嘉
善
氏
七
世
永
秋
　
　
一
六
九
六
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
三
五
　
　
四
九
才
　
　
一
六
四
七
〜
一
七
二
五
　
　
嘉
善
氏
五
世
永
安
　
ナ
カ
ン
ヤ
ー

15

嘉
善
氏
八
世
永
恒
　
　
一
七
〇
四
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
四
三
　
　
四
七
才
　
　
一
六
五
七
〜
一
七
一
四
　
　
嘉
善
氏
五
世
永
定
　
ウ
フ
ザ
ヤ
ー

16

毛
裔
氏
三
世
安
資
　
　
一
七
一
二
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
五
一
　
　
三
八
才
　
　
一
六
七
四
〜
一
七
二
六
　
　
毛
裔
氏
三
世
安
資
　
ア
カ
フ
ル
ヤ
ー

17

山
陽
氏
四
世
長
休
　
　
一
七
二
八
　
　
　
　
　
　
　
雍
正
六
　
　
　
五
一
才
　
　
一
六
七
七
〜
一
七
三
四
　
　
山
陽
氏
四
世
長
休
　
ア
ラ
カ
ン
ガ
ヤ
ー

18

嘉
善
氏
九
世
永
副
　
　
一
七
三
五
　
　
　
　
　
　
　
雍
正
一
三
　
　
五
〇
才
　
　
一
六
八
五
〜
一
七
五
一
　
　
嘉
善
氏
五
世
永
定
　
ウ
フ
ザ
ヤ
ー

19

松
茂
氏
五
世
當
恒
　
　
一
七
五
一
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
一
六
　
　
五
八
才
　
　
一
六
九
三
〜
一
七
六
二
　
　
松
茂
氏
三
世
當
永
　
メ
ー
ラ
ド
ゥ
ヌ
ジ

20

青
柏
氏
二
世
久
宣
　
　
一
七
六
二
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
二
七
　
　
四
五
才
　
　
一
七
一
七
〜
一
七
七
一
　
　
青
柏
姓
大
宗
久
定

21

伯
言
氏
四
世
政
治
　
　
一
七
七
一
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
三
六
　
　
四
八
才
　
　
一
七
二
三
〜
一
七
七
三
　
　
伯
言
姓
大
宗
政
通
　
ホ
ン
キ
ン
ヤ
ー

22

長
栄
氏
九
世
真
峯
　
　
一
七
七
三
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
三
八
　
　
四
六
才
　
　
一
七
二
七
〜
一
七
八
三
　
　
長
栄
氏
八
世
真
政
　
ホ
ー
ン
ヤ
ー

23

梅
公
氏
四
世
孫
浩
　
　
一
七
八
三
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
四
八
　
　
七
一
才
　
　
一
七
一
二
〜
一
七
九
〇
　
　
梅
公
氏
三
世
孫
格
　
フ
ー
ガ
ン
ヤ
ー

24

李
保
氏
三
世
喜
宣
　
　
一
七
九
一
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
五
六
　
　
五
五
才
　
　
一
七
三
七
〜
一
八
一
五
　
　
李
保
姓
大
宗
喜
時
　
マ
イ
ハ
テ
ィ
ロ
ー
ン
シ
ナ
ゴ
ゴ
ー
ヤ
ー

25

錦
芳
氏
八
世
用
致
　
　
一
八
〇
六
　
　
　
　
　
　
　
嘉
慶
一
一
　
　
六
五
才
　
　
一
七
四
一
〜
一
八
一
〇
　
　
錦
芳
氏
六
世
用
正
　
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ

26

明
昭
氏
二
世
長
榮
　
　
一
八
一
一
　
　
　
　
　
　
　
嘉
慶
一
六
　
　
六
〇
才
　
　
一
七
五
一
〜
一
八
一
四
　
　
明
昭
姓
大
宗
長
英
　
マ
イ
ピ
サ
ン
ヤ
ー

27

長
栄
氏
十
世
真
保
　
　
一
八
一
五
　
　
　
　
　
　
　
嘉
慶
二
〇
　
　
五
二
才
　
　
一
七
六
三
〜
一
八
一
九
　
　
長
栄
氏
八
世
真
富
　
マ
イ
ハ
ナ
ス
ク
ン
ヤ
ー

28

嘉
善
氏
十
一
世
永
報

一
八
二
〇
　
　
　
　
　
　
　
嘉
慶
二
五
　
　
五
八
才
　
　
一
七
六
二
〜
一
八
二
一
　
　
嘉
善
氏
九
世
永
秀
　
マ
イ
シ
キ
ダ
ン
ヤ
ー

29

上
官
氏
九
世
正
房
　
　
一
八
二
二
　
　
　
　
　
　
　
道
光
二
　
　
　
四
七
才
　
　
一
七
七
五
〜
一
八
三
八
　
　
上
官
氏
九
世
正
房
　
マ
イ
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ



２．

大
浜
頭
職
の
継
承
一
覧
表

大
浜
頭
の
初
代
は
、
父
が
琉
球
王
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
御
使
者
（
御
検
者
）
の
久
米
村
の
程
順
則
名
護
親
方
（
一
六
六
三
〜
一
七
三
四
年
）

の
先
祖
京
阿
波
根
親
雲
上
実
基
（
不
明
）
と
い
わ
れ
る
字
新
川
の
慶
田
盛
村
に
住
ん
で
い
た
子
息
の
上
官
姓
大
宗
正
廟
（
不
詳
〜
一
五
八
六

没
年
）
か
ら
始
ま
る
。
大
浜
頭
職
の
二
代
は
、
父
が
同
族
の
京
阿
波
根
之
後
胤
と
い
わ
れ
て
い
る
伯
言
姓
大
宗
政
通
（
生
寿
不
詳
）
に
継
承

さ
れ
て
い
る
。
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１
　
上
官
姓
大
宗
正
廟
　
　
一
五
七
六
　
　
　
　
　
　
　
万
暦
四
　
　
　
不
　
詳
　
　
不
詳
〜
一
五
八
六
　
　
　
　
上
官
姓
大
宗
正
廟
　
ハ
ナ
ス
ク
ン
ヤ
ー

２
　
伯
言
姓
大
宗
政
通
　
　
一
五
八
七
　
　
　
　
　
　
　
万
暦
一
五
　
　
不
　
詳
　
　
生
寿
不
詳
　
　
　
　
　
　
　
伯
言
姓
大
宗
政
通
　
ホ
ン
キ
ン
ヤ
ー

３
　
伯
言
氏
二
世
政
保
　
　
一
六
〇
四
　
　
　
　
　
　
　
万
暦
三
二
　
　
不
　
詳
　
　
不
詳
〜
一
六
二
四
　
　
　
　
伯
言
姓
大
宗
政
通
　
ホ
ン
キ
ン
ヤ
ー

４
　
長
栄
氏
五
世
信
行
　
　
一
六
一
三
　
　
　
　
　
　
　
万
暦
四
一
　
　
二
四
才
　
　
一
五
八
九
〜
一
六
四
〇
　
　
長
栄
姓
大
宗
信
保
　
ナ
ー
タ
ヤ
ー

５
　
憲
章
氏
二
世
英
森
　
　
一
六
三
〇
　
　
　
　
　
　
　
崇
禎
三
　
　
　
二
八
才
　
　
一
六
〇
二
〜
一
六
四
二
　
　
憲
章
姓
大
宗
英
乗
　
ダ
ー
ナ
ヤ
ー

30

上
官
氏
十
世
正
栄
　
　
一
八
三
九
　
　
　
　
　
　
　
道
光
一
九
　
　
三
七
才
　
　
一
八
〇
二
〜
一
八
四
七
　
　
上
官
氏
九
世
正
房
　
マ
イ
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ

31

上
官
氏
十
世
正
方
　
　
一
八
四
八
　
　
　
　
　
　
　
道
光
二
八
　
　
五
五
才
　
　
一
七
九
三
〜
一
八
六
七
　
　
上
官
氏
七
世
正
作
　
マ
イ
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ

32

山
陽
氏
八
世
長
有
　
　
一
八
六
七
　
　
　
　
　
　
　
同
治
六
　
　
　
五
三
才
　
　
一
八
一
四
〜
一
八
六
八
　
　
山
陽
氏
三
世
長
明
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
ヤ
ー

33

夏
林
氏
四
世
賢
美
　
　
一
八
六
九
　
　
　
　
　
　
　
同
治
八
　
　
　
四
七
才
　
　
一
八
二
二
〜
一
八
八
八
　
　
夏
林
氏
二
世
賢
按
　
メ
ー
ラ
ン
ヤ
ー

34

山
陽
氏
十
世
長
演
　
　
一
八
八
八
　
　
　
　
　
　
　
光
緒
一
四
　
　
五
四
才
　
　
一
八
三
四
〜
一
八
九
二
　
　
山
陽
氏
六
世
長
敏
　
マ
イ
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ

35

錦
芳
氏
十
一
世
用
能
　
一
八
九
二
　
　
　
　
　
　
　
光
緒
一
八
　
　
五
一
才
　
　
一
八
四
一
〜
一
九
一
六
　
　
錦
芳
氏
六
世
用
正
　
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ

頭代数

就
　
任
　
年

西
　
　
　
暦

名
　
　
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
年
号

就
任
年
齢
　
　
　
生
　
卒
　
年
　
　
　
　
　
出
　
典
　
家
　
譜
　
屋
号
（
家
の
名
）
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６
　
松
茂
氏
二
世
當
栄
　
　
一
六
四
四
　
　
　
　
　
　
　
順
治
元
　
　
　
不
　
詳
　
　
生
月
日
忌
日
寿
不
詳
　
　
　
松
茂
姓
大
宗
當
義
　
マ
イ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ヤ
ー

７
　
毛
裔
氏
二
世
安
師
　
　
一
六
六
三
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
二
　
　
　
六
一
才
　
　
一
六
〇
二
〜
一
六
七
四
　
　
毛
裔
姓
大
宗
安
英
　
ケ
ダ
ス
ク
ス
ン
ヤ
ー

８
　
嘉
善
氏
七
世
永
善
　
　
一
六
七
一
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
一
〇
　
　
四
八
才
　
　
一
六
二
三
〜
一
六
八
五
　
　
嘉
善
姓
大
宗
永
展
　
マ
イ
フ
カ
ン
ス
ン
ヤ
ー

９
　
守
恒
氏
二
世
寛
時
　
　
一
六
七
七
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
一
六
　
　
四
〇
才
　
　
一
六
三
七
〜
一
六
九
一
　
　
守
恒
姓
大
宗
寛
長
　
サ
キ
ヤ
マ
イ
シ
ヌ
ヤ
ー

10

毛
裔
氏
三
世
安
維
　
　
一
六
九
一
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
三
〇
　
　
四
三
才
　
　
一
六
四
八
〜
一
七
〇
六
　
　
毛
裔
氏
三
世
安
維
　
マ
イ
イ
バ
ロ
ン
ス
ン
ヤ
ー

11

梅
公
氏
二
世
孫
清
　
　
一
七
〇
六
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
四
五
　
　
五
一
才
　
　
一
六
五
五
〜
一
七
二
九
　
　
梅
公
氏
二
世
孫
清
　
マ
イ
コ
ン
ヤ
ー

12

長
栄
氏
七
世
信
周
　
　
一
七
一
三
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
五
二
　
　
四
七
才
　
　
一
六
六
六
〜
一
七
三
三
　
　
長
栄
姓
大
宗
信
保
　
ナ
ー
タ
ヤ
ー

13

山
陽
氏
四
世
長
延
　
　
一
七
三
二
　
　
　
　
　
　
　
雍
正
一
〇
　
　
五
八
才
　
　
一
六
七
四
〜
一
七
四
九
　
　
山
陽
氏
四
世
長
延
　
マ
イ
ト
ゥ
ヌ
ス
ク
ン
ス
ン
ヤ
ー

14

長
栄
氏
八
世
真
政
　
　
一
七
四
九
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
一
四
　
　
四
六
才
　
　
一
七
〇
三
〜
一
七
六
一
　
　
長
栄
氏
八
世
真
政
　
ホ
ー
ン
ヤ
ー

15

山
陽
氏
五
世
長
季
　
　
一
七
六
二
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
二
七
　
　
五
七
才
　
　
一
七
〇
五
〜
一
七
七
八
　
　
山
陽
氏
三
世
長
明
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
ヤ
ー

16

夏
林
姓
大
宗
賢
永
　
　
一
七
七
五
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
四
〇
　
　
五
二
才
　
　
一
七
二
三
〜
一
七
七
七
　
　
夏
林
姓
大
宗
賢
永
　
ウ
イ
バ
ロ
ン
ヤ
ー

17

山
陽
氏
六
世
長
致
　
　
一
七
七
七
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
四
二
　
　
四
四
才
　
　
一
七
三
三
〜
一
七
八
六
　
　
山
陽
氏
三
世
長
明
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
ヤ
ー

18

松
茂
氏
七
世
當
克
　
　
一
七
八
七
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
五
二
　
　
四
六
才
　
　
一
七
四
一
〜
一
七
九
四
　
　
松
茂
氏
三
世
當
永
　
メ
ー
ラ
ド
ゥ
ヌ
ジ

19

錦
芳
氏
十
世
用
倫
　
　
一
七
九
四
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
五
九
　
　
五
一
才
　
　
一
七
四
三
〜
一
七
九
六
　
　
錦
芳
氏
八
世
用
香
　
フ
ー
ガ
ン
ス
ン
ヤ
ー

20

山
陽
氏
七
世
長
演
　
　
一
七
九
七
　
　
　
　
　
　
　
嘉
慶
二
　
　
　
三
七
才
　
　
一
七
六
〇
〜
一
八
二
一
　
　
山
陽
氏
三
世
長
明
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
ヤ
ー

21

錦
芳
氏
九
世
用
庸
　
　
一
八
二
二
　
　
　
　
　
　
　
道
光
二
　
　
　
五
三
才
　
　
一
七
六
九
〜
一
八
二
八
　
　
錦
芳
氏
六
世
用
正
　
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ

22

松
茂
氏
八
世
當
剛
　
　
一
八
二
九
　
　
　
　
　
　
　
道
光
九
　
　
　
五
二
才
　
　
一
七
七
七
〜
一
八
二
九
　
　
松
茂
氏
八
世
當
剛
　
サ
キ
ダ
シ
ヌ
ゴ
ー
ヤ
ー

23

梅
公
氏
六
世
孫
職
　
　
一
八
三
〇
　
　
　
　
　
　
　
道
光
一
〇
　
　
五
八
才
　
　
一
七
七
二
〜
一
八
三
一
　
　
梅
公
氏
六
世
孫
職
　
マ
イ
ウ
イ
バ
ル
ン
ス
ン
ヤ
ー

24

梅
公
氏
六
世
孫
詮
　
　
一
八
三
一
　
　
　
　
　
　
　
道
光
一
一
　
　
三
七
才
　
　
一
七
九
四
〜
一
八
三
五
　
　
梅
公
氏
三
世
孫
格
　
フ
ー
ガ
ン
ヤ
ー

25

文
林
氏
九
世
方
昌
　
　
一
八
三
六
　
　
　
　
　
　
　
道
光
一
六
　
　
六
一
才
　
　
一
七
七
五
〜
一
八
三
九
　
　
文
林
姓
大
宗
方
因
　
タ
カ
ミ
ヤ
ー



３．

宮
良
頭
職
の
継
承
一
覧
表

宮
良
頭
の
初
代
は
、
一
五
四
六
年
頃
に
琉
球
王
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
御
使
者
（
御
検
者
）
と
し
て
来
島
し
た
大
新
城
安
基
親
方
（
不
伝
〜

一
五
七
七
年
）
と
小
浜
村
の
満
慶
（
不
明
）
の
娘
・
美
呂
眞
（
不
明
）
と
の
間
に
生
ま
れ
た
毛
裔
姓
大
宗
安
英
（
一
五
四
七
〜
一
六
一
九
年
）

か
ら
始
ま
る
。
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26

上
官
氏
九
世
正
喜
　
　
一
八
三
九
　
　
　
　
　
　
　
道
光
一
九
　
　
四
九
才
　
　
一
七
九
〇
〜
一
八
六
三
　
　
上
官
氏
九
世
正
喜
　
マ
イ
フ
ー
ガ
ン
ヤ
ー

27

錦
芳
氏
十
世
用
登
　
　
一
八
四
九
　
　
　
　
　
　
　
道
光
二
九
　
　
五
一
才
　
　
一
七
九
八
〜
一
八
五
四
　
　
錦
芳
氏
六
世
用
正
　
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ

28

松
茂
氏
九
世
當
著
　
　
一
八
五
六
　
　
　
　
　
　
　
咸
豊
六
　
　
　
三
八
才
　
　
一
八
一
八
〜
一
八
八
六
　
　
松
茂
氏
八
世
當
剛
　
サ
キ
ダ
シ
ヌ
ゴ
ー
ヤ
ー

29

長
興
氏
八
世
善
庸
　
　
一
八
八
七
　
　
　
　
　
　
　
光
緒
一
三
　
　
六
九
才
　
　
一
八
一
八
〜
一
八
八
七
　
　
長
興
氏
五
世
善
盛
　
メ
ー
ラ
ン
ヤ
ー

30

憲
章
氏
十
一
世
英
詳
　
一
八
九
二
　
　
　
　
　
　
　
光
緒
一
八
　
　
五
九
才
　
　
一
八
三
三
〜
一
九
一
〇
　
　
憲
章
氏
七
世
英
光
　
ホ
ー
ン
ド
ゥ
ヌ
ジ

１
　
毛
裔
姓
大
宗
安
英
　
　
一
五
七
三
〜
一
六
二
〇
　
　
万
暦
年
間
　
　
不
　
詳
　
　
一
五
四
七
〜
一
六
一
九
　
　
毛
裔
姓
大
宗
安
英
　
ケ
ダ
ス
ク
ス
ン
ヤ
ー

２
　
嘉
善
氏
五
世
永
將
　
　
一
六
一
九
（
注
１
）

万
暦
四
七
　
　
不
　
詳
　
　
不
詳
〜
一
六
二
四
　
　
　
　
嘉
善
姓
大
宗
永
展
　
マ
イ
フ
カ
ン
ス
ン
ヤ
ー

３
　
嘉
善
氏
五
世
永
弘
　
　
一
六
二
四
（
注
２
）

天
啓
四
　
　
　
不
　
詳
　
　
不
詳
〜
一
六
三
五
　
　
　
　
嘉
善
姓
大
宗
永
展
　
マ
イ
フ
カ
ン
ス
ン
ヤ
ー

４
　
山
陽
姓
大
宗
長
光
　
　
一
六
三
一
　
　
　
　
　
　
　
崇
禎
四
　
　
　
四
七
才
　
　
一
五
八
四
〜
一
六
六
一
　
　
山
陽
姓
大
宗
長
光
　
カ
ニ
ム
ト
ゥ
ヤ
ー

５
　
山
陽
氏
二
世
長
重
　
　
一
六
四
七
　
　
　
　
　
　
　
順
治
四
　
　
　
三
〇
才
　
　
一
六
一
七
〜
一
六
九
三
　
　
山
陽
姓
大
宗
長
光
　
カ
ニ
ム
ト
ゥ
ヤ
ー

６
　
山
陽
氏
三
世
長
好
　
　
一
六
六
九
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
八
　
　
　
四
二
才
　
　
一
六
二
七
〜
一
六
九
四
　
　
山
陽
姓
大
宗
長
光
　
カ
ニ
ム
ト
ゥ
ヤ
ー

７
　
文
林
氏
四
世
方
景
　
　
一
六
九
二
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
三
一
　
　
六
三
才
　
　
一
六
二
九
〜
一
七
〇
二
　
　
文
林
姓
大
宗
方
因
　
タ
カ
ミ
ヤ
ー

頭代数

就
　
任
　
年

西
　
　
　
暦

名
　
　
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
年
号

就
任
年
齢
　
　
　
生
　
卒
　
年
　
　
　
　
　
出
　
典
　
家
　
譜
　
屋
号
（
家
の
名
）
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８
　
梅
公
氏
二
世
孫
春
　
　
一
七
〇
一
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
四
〇
　
　
四
八
才
　
　
一
六
五
三
〜
一
七
〇
九
　
　
梅
公
姓
大
宗
孫
廣
　
マ
イ
シ
キ
ダ
ン
ヤ
ー

９
　
山
陽
氏
四
世
長
亮
　
　
一
七
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
康
煕
四
九
　
　
四
一
才
　
　
一
六
六
九
〜
一
七
三
〇
　
　
山
陽
姓
大
宗
長
光
　
カ
ニ
ム
ト
ゥ
ヤ
ー

10

伯
言
氏
三
世
政
茂
　
　
一
七
三
一
　
　
　
　
　
　
　
雍
正
九
　
　
　
六
一
才
　
　
一
六
七
〇
〜
一
七
四
八
　
　
伯
言
姓
大
宗
政
通
　
ホ
ン
キ
ン
ヤ
ー

11

長
栄
氏
八
世
真
森
　
　
一
七
四
〇
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
五
　
　
　
四
九
才
　
　
一
六
九
一
〜
一
七
五
八
　
　
長
栄
姓
大
宗
信
保
　
ナ
ー
タ
ヤ
ー

12

麻
支
姓
大
宗
真
方
　
　
一
七
五
八
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
二
三
　
　
五
四
才
　
　
一
七
〇
四
〜
一
七
七
一
　
　
麻
支
姓
大
宗
真
方
　
ケ
ー
ン
ヤ
ー

13

嘉
善
氏
十
世
永
祝
　
　
一
七
七
一
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
三
六
　
　
四
八
才
　
　
一
七
二
三
〜
一
七
七
一
　
　
嘉
善
氏
五
世
永
定
　
ウ
フ
ザ
ヤ
ー

14

益
茂
氏
五
世
里
賢
　
　
一
七
七
一
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
三
六
　
　
五
〇
才
　
　
一
七
二
一
〜
一
七
七
三
　
　
益
茂
姓
大
宗
里
安
　
ス
カ
ル
チ
ヤ
ー

15

長
栄
氏
十
二
世
真
般
　
一
七
七
五
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
四
〇
　
　
四
二
才
　
　
一
七
三
三
〜
一
七
九
一
　
　
長
栄
氏
十
世
真
邦
　
オ
ー
キ
チ
ヤ
ー

16

錦
芳
氏
七
世
用
易
　
　
一
七
九
一
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
五
六
　
　
七
九
才
　
　
一
七
一
二
〜
一
七
九
四
　
　
錦
芳
氏
六
世
用
正
　
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ

17

梅
公
氏
五
世
孫
梁
　
　
一
七
九
四
　
　
　
　
　
　
　
乾
隆
五
九
　
　
五
七
才
　
　
一
七
三
七
〜
一
八
〇
三
　
　
梅
公
氏
三
世
孫
格
　
フ
ー
ガ
ン
ヤ
ー

18

山
陽
氏
六
世
長
友
　
　
一
八
〇
三
　
　
　
　
　
　
　
嘉
慶
八
　
　
　
五
三
才
　
　
一
七
五
〇
〜
一
八
一
二
　
　
山
陽
氏
五
世
長
京
　
マ
イ
サ
キ
ャ
ン
ヤ
ー

19

夏
林
氏
二
世
賢
則
　
　
一
八
一
二
　
　
　
　
　
　
　
嘉
慶
一
七
　
　
五
〇
才
　
　
一
七
六
二
〜
一
八
一
三
　
　
夏
林
姓
大
宗
賢
永
　
ウ
イ
バ
ロ
ン
ヤ
ー

20

山
陽
氏
七
世
長
宜
　
　
一
八
一
四
　
　
　
　
　
　
　
嘉
慶
一
九
　
　
三
七
才
　
　
一
七
七
七
〜
一
八
一
八
　
　
山
陽
氏
五
世
長
京
　
マ
イ
サ
キ
ャ
ン
ヤ
ー

21

松
茂
氏
八
世
當
演
　
　
一
八
一
九
　
　
　
　
　
　
　
嘉
慶
二
四
　
　
四
四
才
　
　
一
七
七
五
〜
一
八
三
一
　
　
松
茂
氏
三
世
當
永
　
メ
ー
ラ
ド
ゥ
ヌ
ジ

22

夏
林
氏
三
世
賢
栄
　
　
一
八
三
一
　
　
　
　
　
　
　
道
光
一
一
　
　
四
九
才
　
　
一
七
八
二
〜
一
八
三
五
　
　
夏
林
姓
大
宗
賢
永
　
ウ
イ
バ
ロ
ン
ヤ
ー

23

山
陽
氏
八
世
長
格
　
　
一
八
三
六
　
　
　
　
　
　
　
道
光
一
六
　
　
四
九
才
　
　
一
七
八
七
〜
一
八
三
六
　
　
山
陽
氏
八
世
長
格
　
カ
ン
ナ
ス
ン
ト
ゥ
ヤ
ー

24

長
栄
氏
十
世
真
著
　
　
一
八
三
六
　
　
　
　
　
　
　
道
光
一
六
　
　
五
六
才
　
　
一
七
八
〇
〜
一
八
五
二
　
　
長
栄
氏
八
世
真
政
　
ホ
ー
ン
ヤ
ー

25

山
陽
氏
九
世
長
房
　
　
一
八
五
一
　
　
　
　
　
　
　
咸
豊
元
　
　
　
五
一
才
　
　
一
八
〇
〇
〜
一
八
五
四
　
　
山
陽
氏
六
世
長
敏
　
マ
イ
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ

26

夏
林
氏
三
世
賢
保
　
　
一
八
五
四
　
　
　
　
　
　
　
咸
豊
四
　
　
　
七
五
才
　
　
一
七
七
九
〜
一
八
六
三
　
　
夏
林
氏
二
世
賢
按
　
ア
ラ
ス
ク
ン
ヤ
ー

27

山
陽
氏
八
世
長
丕
　
　
一
八
五
五
　
　
　
　
　
　
　
咸
豊
五
　
　
　
四
六
才
　
　
一
八
〇
九
〜
一
八
五
五
　
　
山
陽
氏
五
世
長
京
　
マ
イ
サ
キ
ャ
ン
ヤ
ー



注
１．

宮
良
頭
の
二
代
目
、
永
將
の
即
位
年
は
、
初
代
安
英
が
告
老
致
仕
、
没
年
は
八
重
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
を
参
照
。

注
２．

宮
良
頭
の
三
代
目
、
永
弘
の
即
位
年
と
没
年
は
八
重
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
を
参
照
。

右
記
の
「
四
　
三
間
切
頭
職
の
継
承
表
」
よ
り
、
各
一
族
・
一
門
に
よ
る
頭
職
に
就
い
た
人
々
を
抜
き
出
し
て
各
一
門
別
頭
職
累
計
表
を

作
成
し
た
。

４．

八
重
山
の
各
一
門
（
門
中
・
一
族
）
の
三
間
切
頭
職
（
石
垣
頭
・
大
浜
頭
・
宮
良
頭
）
累
計
表

右
記
よ
り
、
一
五
〇
〇
年
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
や
一
五
二
二
年
与
那
国
島
「
鬼
虎
の
乱
」
以
後
の
八
重
山
蔵
元
時

代
（
一
五
二
四
〜
一
八
九
七
年
）
の
新
参
系
の
一
門
（
門
中
）
の
頭
職
に
就
い
た
五
人
の
各
一
門
の
内
訳
は
、
名
乗
り
頭
「
方
」
の
文
林
氏
二

197 第1章　オヤケアカハチ・ホンカワラの乱について

28

錦
芳
氏
十
二
世
用
議
　
一
八
五
七
　
　
　
　
　
　
　
咸
豊
七
　
　
　
五
一
才
　
　
一
八
〇
六
〜
一
八
七
二
　
　
錦
芳
氏
十
二
世
用
議
　
イ
リ
オ
モ
テ
シ
ナ
ゴ
ー
ヤ
ー

29

松
茂
氏
十
世
當
宗
　
　
一
八
七
二
　
　
　
　
　
　
　
同
治
一
一
　
　
三
九
才
　
　
一
八
三
三
〜
一
八
九
七
　
　
松
茂
氏
三
世
當
永
　
　
メ
ー
ラ
ド
ゥ
ヌ
ジ

合
計

石
垣
頭
　
九
（
26
％
）
三
（
8
％
）
一
（
3
％
）
七
（
20
％
）
〇
　

一
（
3
％
）
二
（
6
％
）
一
（
3
％
）
七
　
（
20
％
）

四
（
11
％
）

三
五

大
浜
頭
　
三
（
10
％
）
四
（
13
％
）
二
（
7
％
）
一
（
3
％
）
一
（
3
％
）
四
（
13
％
）
三
（
10
％
）
二
（
7
％
）
九
　
（
30
％
）

一
（
3
％
）

三
十

宮
良
頭
　
三
（
10
％
）
九
（
31
％
）
〇
　

三
（
10
％
）
〇
　
　
　

二
（
7
％
）
二
（
7
％
）
二
（
7
％
）
四
　
（
14
％
）

四
（
14
％
）

二
九

長
栄
姓
一
門

山
陽
姓
一
門

憲
章
姓
一
門

嘉
善
姓
一
門

長
興
姓
一
門

松
茂
姓
一
門

錦
芳
姓
一
門

元
祖
の
名
前

長
田
大
翁
主

那
礼
当

仲

間

満

慶

山

明
宇
底
獅
子
嘉
殿

慶
来
慶
田
城

琉
球
王
国
か
ら

派
遣
さ
れ
た
御

使
（
検
）
者
・
役

人
の
子
孫

名
乗
頭
名
　
　

信
　
　
　
　
長
　
　
　
　
英
　
　
　
　
永
　
　
　
　
善
　
　

當
（
当
）

用

方
・
寛
・
里
正
・
政
・
安
・
孫
久
・
喜
・
真
・
長
・
賢

三間切頭職

新
参
系
の

一
門
の
子

孫

琉
球
王
国
か
ら
派
遣

さ
れ
た
八
重
山
島
在

番
や
又
、
流
刑
さ
れ

た
方
の
子
孫

計
　

一
五
（
16
％
）
一
六（
17
％
）
三
（
3
％
）
一
一（
12
％
）
一
（
1
％
）
七
（
7
％
）
七
（
7
％
）
五
（
5
％
）
二
〇
（
21
％
）

九
（
10
％
）

九
四

各
一
門
名
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人
、「
寛
」
の
名
乗
り
頭
の
守
恒
氏
が
二
人
、
益
茂
氏
「
里
」
の
名
乗
り
頭
は
一
人
で
あ
る
。
ま
た
、
琉
球
王
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
御
使
（
検
）

者
や
役
人
ら
の
子
孫
が
二
十
人
。
う
ち
名
乗
り
頭
「
正
」
の
上
官
氏
五
人
、「
政
」
の
名
乗
り
頭
の
伯
言
氏
が
四
人
、
名
乗
り
「
安
」
の
毛
裔

氏
は
五
人
、「
孫
」
の
名
乗
り
頭
の
梅
公
氏
は
六
人
で
あ
る
。
琉
球
王
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
八
重
山
島
在
番
や
流
刑
さ
れ
た
方
の
子
孫
で
「
久
」

の
名
乗
り
頭
の
青
柏
氏
が
一
人
、
名
乗
り
頭
の
「
喜
」
の
李
保
氏
が
一
人
、「
真
」
の
名
乗
り
頭
の
麻
支
氏
が
一
人
、「
長
」
の
名
乗
り
頭
の
明

紹
氏
が
一
人
、
名
乗
り
頭
「
賢
」
の
夏
林
氏
が
五
人
の
計
九
人
ら
が
三
間
切
の
石
垣
・
大
浜
・
宮
良
な
ど
の
頭
職
に
就
い
て
い
る
。

右
記
に
よ
り
、
三
間
切
の
石
垣
、
大
浜
、
宮
良
な
ど
代
々
の
頭
職
の
継
承
に
は
閥
、
人
脈
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
政
略
結
婚
や
世
襲

の
よ
う
に
、
兄
弟
、
子
供
、
孫
、
従
兄
弟
、
甥
や
姪
（
ブ
イ
フ
ァ
ー
）、
妻
の
父
な
ど
の
ご
く
近
い
身
内
で
固
め
て
頭
を
選
出
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

石
垣
間
切
の
石
垣
頭
を
「
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ヌ
シ
ュ
ウ
」、
家
の
名
を
「
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ
―
石
垣
殿
内
」
と
呼
び
、
大
浜
間
切
の
大
浜

頭
を
「
ホ
ー
マ
ヌ
シ
ュ
ー
」、
そ
の
家
の
名
を
「
ホ
ー
ン
ド
ゥ
ヌ
ジ
―
大
浜
殿
内
」
と
い
い
、
宮
良
間
切
の
宮
良
頭
を
「
メ
ー
ラ
ヌ
シ
ュ
ー
」、

そ
し
て
そ
の
家
の
名
が
「
メ
ー
ラ
ド
ゥ
ヌ
ジ
―
宮
良
殿
内
」
と
呼
ん
で
い
る
。

な
お
、
頭
職
に
就
い
た
人
の
役
歴
の
平
均
年
齢
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

若
文
子
（
バ
ガ
テ
ィ
フ
ヌ
）

二
十
二
才

目
差
（
ミ
ザ
シ
ィ
）

二
十
九
才

脇
筆
者
（
ワ
キ
ピ
シ
ャ
）

三
十
三
才
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脇
目
差
（
ワ
キ
ミ
ザ
シ
ィ
）

三
十
四
才

大
筆
者
（
ウ
フ
ピ
シ
ャ
）

三
十
四
才

大
目
差
（
ウ
フ
ミ
ザ
シ
ィ
）

三
十
四
才

与
人
（
ユ
ン
チ
ュ
）

三
十
五
才

首
里
大
屋
子
（
シ
ナ
バ
グ
）

四
十
四
才

頭
（
カ
サ
）

四
十
九
才

没
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
三
才

頭
に
任
ず
る
平
均
年
齢
は
四
十
九
才
で
あ
り
、
任
期
は
十
四
年
と
な
る
。

二
十
代
で
頭
に
な
っ
た
人
は
次
の
四
名
で
あ
る
。
な
お
、
出
典
家
譜
「

」、
家
の
名
前
（

）
を
記
し
た
。

一
六
一
三
年
任
、
大
浜
頭
信
行
二
十
四
才
、「
長
栄
姓
大
宗
信
保
」、（
ナ
ー
タ
ヤ
ー
）

一
六
一
五
年
任
、
石
垣
頭
信
本
二
十
三
才
、「
長
栄
氏
五
世
信
本
」、（
ハ
ン
ナ
ー
ヤ
ー
）

一
六
三
〇
年
任
、
大
浜
頭
英
森
二
十
八
才
、「
憲
章
姓
大
宗
英
乗
」、（
ダ
ー
ナ
ヤ
ー
）

一
六
三
九
年
任
、
石
垣
頭
信
門
二
十
八
才
、「
長
栄
氏
五
世
信
本
」、（
ハ
ン
ナ
ー
ヤ
ー
）

ま
た
、
七
十
代
の
高
齢
で
頭
に
な
っ
た
人
は
次
の
三
名
で
あ
る
。
な
お
、
出
典
家
譜
「

」、
家
の
名
前
（

）
を
記
し
た
。

一
七
八
三
年
任
、
石
垣
頭
孫
浩
七
十
一
才
、「
梅
公
氏
三
世
孫
格
」、（
フ
ー
ガ
ン
ヤ
ー
）

一
七
九
一
年
任
、
宮
良
頭
用
易
七
十
九
才
、「
錦
芳
氏
六
世
用
正
」、（
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ
）
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一
八
五
四
年
任
、
宮
良
頭
賢
保
七
十
五
才
、「
夏
林
氏
二
世
賢
按
」、（
ア
ラ
ス
ク
ン
ヤ
ー
）

さ
ら
に
、
十
九
世
紀
中
葉
に
は
、
自
分
の
名
乗
り
名
や
仁
也
名
を
変
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
頭
で
名
乗
り
の
名
前
を
改
名
し

た
人
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
出
典
家
譜
「

」、
家
の
名
前
（

）
を
記
し
た
。

信
　
倫→

真
　
著
（
一
八
三
六
年
任
、
宮
良
頭
）、「
長
栄
氏
八
世
真
政
」、（
ホ
ー
ン
ヤ
ー
）

正
　
道→

正
　
方
（
一
八
四
八
年
任
、
石
垣
頭
）、「
上
官
氏
七
世
正
作
」、（
マ
イ
イ
シ
ャ
ナ
ギ
ド
ゥ
ヌ
ジ
）

長
　
満→

長
　
丕
（
一
八
五
五
年
任
、
宮
良
頭
）、「
山
陽
氏
五
世
長
京
」、（
マ
イ
サ
キ
ヤ
ン
ヤ
ー
）

孫
　
泰→

當
　
泰→

當
　
著
（
一
八
五
六
年
任
、
大
浜
頭
）、「
松
茂
氏
八
世
當
剛
」、（
サ
キ
ダ
シ
ヌ
ゴ
ー
ヤ
ー
）

賢
　
副→

賢
　
美
（
一
八
六
九
年
任
、
石
垣
頭
）、「
夏
林
氏
二
世
賢
按
」、（
メ
ー
ラ
ン
ヤ
ー
）

英
　
盛→

英
　
詳
（
一
八
九
二
年
任
、
大
浜
頭
）、「
憲
章
氏
七
世
英
光
」、（
ホ
ー
ン
ド
ゥ
ヌ
ジ
）

五
、
八
重
山
人
・
平
良
頭
の
モ
サ
と
は

『
宮
古
島
在
番
記
』（
一
七
八
〇
年
）
に
は
、「
万
暦
四
十
一
丑
（
一
六
一
三
）
年
ヨ
リ
同
四
十
七
未
（
一
六
一
九
）
年
迄
頭
役
七
年
　
八

重
山
人
　
平
良
大
首
里
大
屋
子
、
字
モ
サ
　
氏
名
乗
不
知
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
の
「
八
重
山
人
　
平
良
大
首
里
大
屋
子
　
字
モ
サ

氏
名
乗
不
知
」
が
誰
な
の
か
問
題
で
あ
る
。

『
長
榮
姓
大
宗
信
保
』
家
譜
の
五
世
信
行
（
一
五
八
九
〜
一
六
四
〇
年
）
の
項
に
は
「
童
名
祖
良
廣
（
略
）、
尚
寧
王
世
代
（
一
五
八
九
〜
一
六

二
〇
年
）
万
暦
四
十
一
癸
丑
（
一
六
一
三
）
年
任
大
浜
頭
職
、
暦
年
久
遠
官
級
位
階
不
詳
　
尚
豊
王
世
代
（
一
六
二
一
〜
四
〇
年
）
天
啓
五

乙
丑
（
一
六
二
五
）
年
為
料
治
宮
古
島
人
民
事
奉
命
到
、
彼
島
任
平
良
頭
職
至
七
年
丁
卯
公
務
全
竣
而
帰
島
　
同
（
一
六
三
二
）
年
再
任
大
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浜
頭
職
至
テ
崇
禎
十
三
庚
辰
（
一
六
四
〇
）
年
共
討
勤
職
十
四
年
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

も
し
、
家
譜
の
記
載
が
正
し
け
れ
ば
、
長
栄
氏
五
世
信
行
は
一
六
二
五
年
か
ら
一
六
三
二
年
ま
で
宮
古
島
に
渡
っ
て
平
良
頭
を
勤
め
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、『
宮
古
島
在
番
記
』
に
は
、「
一
、
万
暦
四
十
七
未
（
一
六
一
九
）
年
頭
役
被
付
天
啓
五
丑
（
一
六
二
五
）
年
病

死
勤
役
七
年
白
川
氏
上
地
野
　
平
良
大
首
里
大
屋
子
　
恵
忠
字
　
ヌ
チ
デ
」、「
一
、
天
啓
六
寅
（
一
六
二
六
）
年
頭
役
仰
付
順
治
二
酉
（
一

六
四
五
）
年
迄
勤
役
年
　
白
川
氏
ミ
ヤ
カ
子
　
平
良
大
首
里
大
屋
子
恵
祐
　
字
ヒ
ル
カ
リ
　
崇
禎
元
戊
辰
（
一
六
二
八
）
年
数
十
六
年
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。

長
栄
氏
五
世
信
行
の
平
良
頭
の
勤
め
期
間
に
は
、
す
で
に
地
元
の
白
川
氏
八
世
恵
忠
（
一
五
八
三
〜
一
六
二
五
年
）
や
白
川
氏
恵
祐
が
平

良
頭
に
就
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
長
栄
氏
五
世
信
行
が
宮
古
か
ら
帰
島
し
、
大
浜
頭
に
再
任
さ
れ
た
一
六
三
二
年
に
は
、
す
で

に
八
重
山
で
も
憲
章
氏
四
世
英
森
が
大
浜
頭
を
一
六
三
〇
年
に
長
栄
氏
五
世
信
行
か
ら
継
承
し
、
一
六
四
二
年
ま
で
勤
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

『
宮
古
島
在
番
記
』
の
万
暦
四
十
一
年
の
「
八
重
山
人
　
平
良
大
首
里
大
屋
子
」
と
記
載
さ
れ
た
年
に
、
長
栄
氏
五
世
信
行
は
八
重
山
で
大

浜
頭
職
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
長
栄
氏
五
世
信
行
以
外
の
人
物
が
平
良
頭
職
に
就
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
家
譜
記
載
上
の
誤
り
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
長
栄
氏
五
世
信
行
以
外
に
も
八
重
山
か
ら
宮
古
島
に
渡
っ
た
人
は
、
現
存
す
る
家
譜
の
中
で
嘉
善
氏
五
世
永
政
が
い
る
。

『
嘉
善
姓
大
宗
永
展
』
家
譜
の
五
世
永
政
（
一
五
八
〇
〜
一
六
一
三
年
）
の
役
職
項
に
は
、「
尚
寧
王
世
代
　
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
〜
一

六
二
〇
年
）
任
嘉
平
首
里
大
屋
子
職
　
同
四
十
一
癸
丑
（
一
六
一
三
）
年
為
料
治
宮
古
島
百
姓
事
奉
命
到
彼
島
轉
為
友
利
首
里
大
屋
子
職

同
四
十
六
戊
午
（
一
六
一
八
）
年
乃
帰
島
再
任
嘉
平
首
里
大
屋
子
職
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
の
こ
と
が
事
実
な
ら
ば
、

嘉
善
氏
五
世
永
政
は
一
六
一
三
年
に
生
存
し
、
そ
の
年
三
十
三
歳
で
宮
古
島
に
渡
り
友
利
首
里
大
屋
子
職
に
就
い
て
い
る
。
七
年
間
の
勤
め

を
終
え
、
一
六
一
八
年
に
再
度
嘉
平
首
里
大
屋
子
に
就
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
長
栄
氏
五
世
信
行
の
と
き
の
よ
う
に
、
嘉
善
氏
五
世
永
政
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に
お
い
て
も
家
譜
記
載
上
の
誤
り
が
あ
る
。

『
宮
古
島
在
番
記
』
に
記
載
さ
れ
た
「
モ
サ
」
と
い
う
童
名
に
近
い
呼
び
名
は
、
嘉
善
姓
大
宗
永
展
の
童
名
が
「
真
勢
」
で
あ
る
。
ま
た

『
八
重
山
島
年
来
記
』
の
八
重
山
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
に
登
場
す
る
嘉
善
氏
五
世
宮
良
親
雲
上
（
前
宮
良
頭
）
永
弘
の
童
名
が
「
マ
セ
」
宮
良

親
雲
上
で
あ
り
、「
モ
サ
」
は
嘉
善
姓
の
童
名
「
マ
セ
」
に
近
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
尚
寧
王
世
代
の
「
八
重
山
人
　
平
良
大
首
里
大
屋

子
」
の
頭
職
七
年
の
役
職
期
間
が
、
偶
然
に
も
嘉
善
氏
五
世
永
政
が
宮
古
の
友
利
首
里
大
屋
子
職
の
勤
務
年
代
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
嘉
善
氏
五
世
永
政
と
『
宮
古
島
在
番
記
』
の
「
八
重
山
人
」
が
同
一
人
物
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
嘉
善
氏
五

世
永
政
が
宮
古
の
平
良
頭
職
期
間
中
の
七
年
間
に
お
い
て
、
友
利
首
里
大
屋
子
職
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
方
に
は
白
川
氏
八
世
恵

忠
が
い
る
。
宮
古
の
『
白
川
氏
家
譜
　
正
統
』
の
八
世
平
良
親
雲
上
恵
忠
の
項
に
は
、「
童
名
能
知
伝
（
略
）
尚
寧
王
世
代
。（
略
）
万
暦
三

十
五
丁
未
（
一
六
〇
七
）
年
任
友
利
首
里
大
屋
子
次
後
困
病
而
辞
　
同
四
十
六
戊
午
（
一
六
一
八
）
年
九
月
八
日
再
任
友
利
首
里
大
屋
子

同
四
十
七
己
未
（
一
六
一
九
）
年
八
月
十
一
日
転
任
平
良
首
里
大
屋
子
（
略
）
天
啓
二
壬
戌
（
一
六
二
二
）
年
八
月
二
十
六
日
任
頭
職
平
良

大
首
里
大
屋
子
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
宮
古
島
在
番
記
』
に
も
「
万
暦
四
十
七
未
（
一
六
一
九
）
年
頭
役
被
仰
付
天
啓
五
丑

（
一
六
二
五
）
年
病
死
勤
役
七
年
白
川
氏
上
地
野
　
平
良
大
首
里
大
屋
子
　
恵
忠
字
　
ヌ
チ
デ
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
白
川
氏
八
世
恵
忠
は
友
利
首
里
大
屋
子
職
を
就
任
し
た
が
、
病
気
の
た
め
に
辞
任
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
嘉
善
氏
五

世
永
政
は
宮
古
で
の
平
良
頭
職
勤
務
期
間
中
に
友
利
首
里
大
屋
子
を
も
兼
務
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
友
利
首
里
大
屋
子
職
は
、
白
川
氏

八
世
恵
忠
の
病
気
が
治
っ
た
の
で
、
嘉
善
氏
五
世
永
政
の
兼
務
が
解
か
れ
て
、
白
川
氏
八
世
恵
忠
が
再
任
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

平
良
頭
職
は
嘉
善
氏
五
世
永
政
の
後
に
白
川
氏
八
世
恵
忠
が
継
承
し
て
い
る
。




